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お取引先様の素敵な取り組みをご紹介

MONTHLY

「既存樹利用」を
ご存じでしょうか
丸庄と同じ足立区のお取引先様で
家具　建具・木工事事業、建材販売事業を行っていらっしゃる
帝国器材株式会社様の「既存樹利用」という取り組みについて
ご紹介いたします。

• 国産材・地域産材・交流都市材・伐採木（既存樹）等の活用提案・材料開発
• 造作家具・オーダーメイド家具の設計・製造・施工・販売
• 木製建具の設計・製造・施工（パーティション／木製内窓/防球格子戸 ほか）
• 内装木仕上げの設計・製造・施工（天井・壁面ルーバー／腰壁／壁パネル ほか）
• リボス自然健康塗料の販売

創　立：昭和12年12月11日
所在地：東京都足立区江北2-4-27
　　　　TEL.03-3890-2194　FAX.03-3856-1925
H P：https://teikokukizai.co.jp

　帝国器材株式会社様は「建築の計画により伐採・伐根されてしまう樹木
を、目に見えるカタチとして、何か残すことはできないかー。」という想い
から2000年頃より「既存樹利用」を始められております。
 「長い間その地に根付き、人々の記憶に残る樹木たちを、ただ廃棄してし
まうのではなく、家具やレリーフなど新たなカタチへと生まれ変わらせ
る」そんな素敵な取り組みです。

　樹木の状態の調査から納品まで一貫した管理体制で、豊富な知識と経験
から樹種や樹木の状態に応じて最適な活用方法をご提案されており、家具
やレリーフなど、数多くの実績をお持ちです。

　調査に1日、提案・設計に2週間程度、製材に1ヶ月程度、乾燥に2～3ヶ
月半程度、制作に1ヶ月半程度、納品に1～3日程度かかります。

■制作の一例（サクラの木を再利用したレリーフ）

室名サイン（サクラ）室名サイン（サクラ）

木絵（クスノキ）木絵（クスノキ）

ベンチ（ケヤキ）ベンチ（ケヤキ）定規（イチョウ）定規（イチョウ） エレベーターパネル（サクラ）エレベーターパネル（サクラ）

ベンチ座板（イチョウ）ベンチ座板（イチョウ）

レリーフ（ケヤキ・クスノキ）レリーフ（ケヤキ・クスノキ）

■これまでの既存樹利用（一部抜粋）

■帝国器材株式会社様　会社概要

製作図
7000 50

25
00

①調査

③製材 ④乾燥・保管 ⑤製作・納品

②提案・設計

　木工のプロフェッショナルとして、長い歴史の中で培われた確かな技術と
品質、心地よい空間づくりへのこだわりを持たれているのはもちろんのこ
と、森林環境保全に目を向け、この先の美しい未来を想い続ける素晴らしい
企業様です。
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お問い合わせは
Tel . 03-3881-2131（代）

［ 本　　社 ］
　〒120-0034  東京都足立区千住4-16-12 
［ 川口工場 ］
　〒332-0002  埼玉県川口市弥平2-15-24

www.msmarusho.co.jp
株式会社丸庄
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アップサイクル４選

ビールの副産物からミリタリージャケット
サッポロビール株式会社はビール作りの工程で派
生する麦芽の殻皮、ホップの収穫時に出る茎や葉
などのビールの副産物からミリタリージャケットを
作りました。
ビールの副産物をパウダー化したものを糸に加工
し、布を織り上げ、熟練の職人が手作りで一つ一つ
ジャケットに仕上げています。
ちなみに昨年発売されたアップサイクルシリーズ
第一弾のジーンズは、大好評で即完売。第二弾となるジャケットは2023年3月か
ら会員制サイト内で販売しています。

「リサイクル」は一度原料の状態まで戻し、資源として再利用します。「アップサイクル」は本来処分されるはずだった製品をそのまま使用し、付加価値を付けること
で、より良い製品にして再利用します。今回はアップサイクルの取り組みをいくつかご紹介いたします。

詳しいご質問・お問い合わせは弊社営業担当まで。

Tel . 03-3881-2131（代）

台紙付き名入れ箸

1000個 ￥265,000

：約225㎜（箸）
：約W52×H235㎜　
：天然木
：乾漆塗り（本体色 赤・黒）
：艶あり加工（本体色 その他）
：1000膳～

サ イ ズ
台 紙
材 質
表 面 加 工

最 少 ロ ッ ト

日本らしいノベルティで海外の方をおもてなし

海外での展示会や外国の方々がご来場する国内の展示会でも
日本らしさをアピールできます。
お箸の本場、福井県小浜市でつくられた若狭塗の素敵なお箸です。
ノベルティだけでなく記念品としてもおススメです！

黒 赤

ライターがいらないアロマキャンドル
アップサイクルを中心として企画・開発をしている
株式会社リクラはロウソクとマッチを掛け合わせた
「Rotch（ロッチ）」で2022年度グッドデザイン賞
を受賞しました。
「Rotch」はマッチ箱のようなパッケージの側面
に、マッチ棒のようなデザインのロウソクを直接
擦って着火するという、ライターなどの道具がいら
ないアロマキャンドルです。
冠婚葬祭用のロウソクは最後まで使い切れず廃棄されているという問題がある
のですが、「Rotch」は原料にその余ったロウソクを再利用することで、廃棄問題
の解決に貢献しています。

つり革が、メーターが、網棚が……
大阪市高速電気軌道株式会社（Osaka Metro）は
これまで廃車になった車両の一部の部品を取り外
し、販売・再利用を行ってきましたが、さらに多く
の人たちに鉄道の魅力を感じてもらえるように
「廃車再生プロジェクト」を立ち上げました。
引退車両の部品を再利用し、遮光カーテンを使っ
たうちわと扇子、つり革の吊り輪とプラスチック
の広告枠を使った犬用リード、電車の速度を測る
メーターを使った時計、電車の扉を利用したテーブル、網棚を利用したソファな
どをオンラインショップで取り扱っています。

ご飯から作ったウエットティッシュ
象印マホービン株式会社は炊飯ジャーを開発する
過程で使われ余ったご飯を農産物の肥料としてリ
サイクルしていましたが、もっとご飯を活かす方法
がないものかと社内で課題になっていました。
そんな悩みを抱える中、ご飯をエタノールへ変化さ
せる発酵の技術に出会い、天然由来成分99%の
除菌ウエットティッシュを作りました。
ご飯の再利用としてほかに、飲食店で使われずに
残ったご飯から作った「箔米ビール（株式会社ジパングフードリレーションズ）」
もあります。
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本体色：その他（赤・黒以外）
　　　　艶あり加工

本体色：赤・黒
　　　　乾漆塗り

表面加工見本


